
め
正
確
な
年
代

は
不
明
で
す

が
、
顔
な
ど
の

特
徴
か
ら
縄
文

時
代
後
期
中
葉

ご
ろ
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
時
期

の
土
偶
の
出
土

は
都
内
で
も
珍

し
く
、
顔
の
豊

か
な
表
情
が
き
れ
い
な
形
で
残
っ

て
い
る
の
も
た
い
へ
ん
貴
重
で

す
。土

偶
が
出
た
神
田
川
沿
い
の
一

帯
は
丸
山
Ａ
遺
跡
と
呼
ば
れ
、
旧

石
器
時
代
〜
縄
文
時
代
後
期
の
遺

物
・
遺
構
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
縄
文
時
代
後
期
に

は
都
内
で
も
最
大
級
の
集
落
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
土
偶
は
縄
文
人
が
祭さ

い

祀し

の
た

め
に
穴
を
掘
っ
て
火
を
焚た

い
た
と

み
ら
れ
る
焼
土
遺
構
の
上
か
ら
出

て
き
ま
し
た
。
宅
地
化
さ
れ
た
こ

の
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的

な
調
査
し
か
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん

２００２・８・４�　まちの話題　チケットインフォメーション 広報

井
の
頭
二
丁
目
で
今
年
４
〜
６

月
に
行
わ
れ
た
住
宅
建
設
に
伴
う

発
掘
調
査
で
、
縄
文
時
代
後
期

（
約
３
千
年
前
）
の
も
の
と
思
わ

れ
る
土ど

偶ぐ
う

（
写
真
）
が
出
土
し
ま

し
た
。

高
さ
約
９
B
A
、
横
幅
約
８
B

A
。
頭
の
一
部
や
下
半
身
な
ど
が

欠
け
て
い
る
も
の
の
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
顔
が
は
っ
き
り
残
っ
て
お

り
、
吊
り
上
っ
た
眉
と
高
い
鼻
が

つ
な
が
り
、
目
と
口
を
大
き
く
開

い
た
そ
の
顔
は
怒
っ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
て
愛
嬌
も
感
じ
さ
せ
ま

す
。
時
期
を
特
定
で
き
る
土
器
な

ど
が
一
緒
に
出
土
し
て
い
な
い
た

昭
和
53
年
、
市
の
外
郭
団
体
と

し
て
発
足
し
た
三
鷹
市
遺
跡
調
査

会
で
は
、
市
内
全
域
の
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
・
研
究
、
保
存
を

通
し
て
三
鷹
の
歴
史
復
元
を
担
っ

て
い
ま
す
。
新
川
三
丁
目
の
事
務

所
に
は
約
20
万
点
の
遺
物
が
収

蔵
・
保
管
さ
れ
、
発
掘
調
査
に
よ

る
出
土
品
を
は
じ
め
、
写

真
・
図
面
・
コ
ン
ピ
ュ
U

タ
に
よ
る
デ
U

タ
な
ど
の

整
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

常
時
公
開
の
展
示
室
で

は
、
こ
の
た
び
井
の
頭
二

丁
目
で
出
土
し
た
土
偶
や

平
成
10
年
に
東
京
都
の
指

定
を
受
け
た
大
沢
・
出
山

遺
跡
発
見
の
注
口
土
器
を

は
じ
め
、
市
内
か
ら
出
土

し
た
貴
重
な
遺
物
の
一
部

「
お
母
さ
ん
コ
U

ラ
ス
」
全
国
大

会
に
東
京
代
表
と
し
て
３
回
の
出

場
を
果
た
し
、
ド
イ
ツ
・
オ
U

ス

ト
リ
ア
へ
の
演
奏
旅
行
、
老
人
ホ

U

ム
で
の
コ
ン
サ
U

ト
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
を
通
し
て
今
後
も

さ
ら
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
練
習
は
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
か
ら
、
社
会
教
育
会
館

で
。
初
心
者
歓
迎
。

く
わ
し
く
は
石
坂
宅
ò
03
―
３

３
９
４
―
１
４
８
７
へ
。

み
た
か
ブ
ル
U
コ
U
ラ
ス
が

難
病
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
U
ト
に
出
演

視
力
が
低
下
し
、
暗
い
所
で
見

え
に
く
く
視
野
が
狭
ま
り
、
徐
々

に
進
行
す
る
難
病
「
網
膜
色
素
変

性
症
」
。
７
月
20
日
に
第
一
生
命

ホ
ー
ル
（
中
央
区
）
で
行
わ
れ
た
、

こ
の
病
気
を
も
つ
日
本
網
膜
色
素

変
性
症
協
会
（
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）
会
員

有
志
が
企
画
し
た
コ
ン
サ
U

ト

に
、
み
た
か
ブ
ル
U

コ
U

ラ
ス
の

み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
U

ト
は
、
今
年
の

「
国
際
網
膜
世
界
会
議
」
が
千

葉
・
幕
張
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
会
員
か

ら
「
社
会
的
弱
者
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
の
も
と
で
引
き
こ
も
り
が
ち
な

私
た
ち
も
、
社
会
と
の
連
帯
の
中

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も

ら
え
た
ら
」
と
の
声
が
あ
が
り
企

画
さ
れ
た
も
の
。
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
会
員

で
み
た
か
ブ
ル
U

コ
U

ラ
ス
に
所

属
し
て
20
年
、
同
団
ソ
プ
ラ
ノ
の

パ
U

ト
マ
ネ
U

ジ
ャ
U

・
野
中
文

子
さ
ん
に
も
協
力
の
依
頼
が
あ

り
、
団
を
挙
げ
て
参
加
協
力
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
会
員
に
よ
る

金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
朗
読
、
童
話

「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
の
語
り

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
イ
オ
リ
ン
曲
の

共
演
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
　
Ｏ
Ｇ
Ｃ
合
唱

団
の
黒
人
霊
歌
、
ブ
ル
U

コ
U

ラ

ス
に
よ
る
叙
情
小
品
集
「
月
の
角

笛
」（
指
揮
・
齋
藤
純
一
郎
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
・
渡
辺
純
子
さ
ん
）
。
そ

れ
ぞ
れ
の
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ

U

ジ
に
700
人
の
会
場
は
あ
た
た
か

い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
U

レ
は
出
演
者
全
員
が
舞
台
に

三鷹市遺跡調査会のホームページ「みたか

遺跡展示室」には、同会に保管される貴重な

遺物のくわしい紹介をはじめ、旧石器時代～

中近世の時代ごとに遺跡からみた三鷹の歴

史、「遺跡とは何か」など基礎的な解説コー

ナー、出山横穴墓群８号墓保存・公開施設、

第五中学校内の五中遺跡展示コーナーほか市

内の文化財関連施設の紹介など、情報が満載。

郷土から出土した遺跡に触れ、わたしたちの

三鷹のはるかな歴史に思いを馳せてみてはい

かがですか。

土偶の出土状態　丸山Ａ遺跡出土

当会事務所の常設展示

■
遺
跡
調
査
会
展
示
室

作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。
最
後
に
君

だ
け
の
ミ
ロ
を
持
っ
て
帰
ろ
う
¿

▽
９
月
21
日
—
・
22
日
À
（
２
日

間
参
加
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

、

芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

で
。
講
師
は

ギ
ャ
ラ
リ
U

エ
デ
ュ
ケ
U

タ
U

の

杉
浦
幸
子
さ
ん
。参
加
費
３
千
円
。

◆
‡
「
絵
を
み
て
お
話
―
ミ
ロ
お

じ
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
¿
」

３

歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護
者
対

象
。
ミ
ロ
お
じ
さ
ん
の
作
っ
た
絵

や
も
の
を
見
て
、
あ
た
ま
に
う
か

ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
い
っ
し

ょ
に
お
話
し
よ
う
。
お
子
さ
ん
と

美
術
館
に
行
く
の
が
初
め
て
と
い

う
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
９
月
28
日
—
午
前
10
時
〜
正

午
、三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

で
。

講
師
は
ギ
ャ
ラ
リ
U

エ
デ
ュ
ケ
U

タ
U

の
杉
浦
幸
子
さ
ん
。
参
加
費

500
円
（
保
護
者
の
観
覧
料
は
別
）。

◆
·
「
ミ
ロ
の
秘
密
の
島
」

15

歳
以
上
の
方
（
中
学
生
不
可
）
対

象
。
晩
年
の
ミ
ロ
が
愛
し
た
マ
ヨ

ル
カ
島
で
作
ら
れ
た
作
品
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
を
通
し
て
、
「
ミ
ロ
と

は
何
者
か
」
に
迫
り
ま
す
。
推
理

や
想
像
を
し
な
が
ら
、
新
し
い
ミ

ロ
の
展
覧
会
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
10
月
12
日
—
・
13
日
À
（
２
日

間
参
加
）
の
午
後
１
時
〜
５
時
、

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

で
。
講

師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
U

ツ
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
・
ト
U

キ
ョ
U

。
参

加
費
３
千
円
（
観
覧
料
込
）。

▼
fl
は
９
月
４
日
Œ
、
‡
は
11
日

Œ
、
·
は
25
日
Œ
（
い
ず
れ
も
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
ワ
U

ク
シ
ョ
ッ
プ
名
、
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
年

齢
（
小
学
生
は
学
年
）
・
電
話
番

号
・
ど
こ
で
情
報
を
得
た
か
を
記

入
し
「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連
雀

３
―
35
―
１
コ
ラ
ル
ビ
ル
５
階
・

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

」
へ
申

し
込
む
。
定
員
は
fl
20
人
、
‡
10

組
、
·
20
人
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。

∞
三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
U

ò
47
―
５
１
２
２

三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
U

で
は

９
月
７
日
—
〜
10
月
14
日
è
に
ジ

ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
の
作
品
を
紹
介
す

る
「
ミ
ロ
―
マ
ヨ
ル
カ
島
の
光
の

中
で
」
展
を
開
催
し
ま
す
。
同
展

に
関
連
し
た
ワ
U

ク
シ
ョ
プ
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
fl
こ
ど
も
ア
U
ト
ク
ラ
ブ
「
目

い
っ
ぱ
い
、体
い
っ
ぱ
い
、ミ
ロ
と

あ
そ
ぼ
う
¿
君
だ
け
の
ミ
ロ
に
出

会
う
週
末
」

小
学
生
対
象
。展
覧

会
で
ミ
ロ
さ
ん
の
作
品
に
出
会
っ

た
後
に
、
ミ
ロ
さ
ん
の
こ
と
を
考

え
な
が
ら
み
ん
な
で
人
形
や
壁
画

ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
芸
術
家

ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
の

作
品
に
触
れ
る
ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ

上
が
り
、
観
客
と
一
緒
に
「
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
。
そ
の
ま
ま
感
謝

を
込
め
て
ス
テ
U

ジ
か
ら
観
客
を

見
送
り
ま
し
た
。

合
唱
の
練
習
と
平
行
で
、
コ
ン

サ
U

ト
実
行
委
員
と
し
て
新
聞
社

な
ど
に
働
き
か
け
た
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
広
告
と
り
な
ど
に
精
力
的

に
働
い
た
野
中
さ
ん
と
、
そ
れ
を

支
え
、
一
緒
に
ス
テ
U

ジ
に
立
っ

た
ブ
ル
U

コ
U

ラ
ス
の
メ
ン
バ
U

の
絆
も
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
よ

り
深
ま
っ
た
様
子
で
す
。
当
日
の

会
場
に
は
盲
導
犬
を
伴
っ
た
目
の

不
自
由
な
方
も
多
く
訪
れ
、
健
常

者
に
向
け
た
視
覚
障
害
体
験
コ
U

ナ
U

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
団
員

か
ら
は
「
視
覚
障
害
者
の
理
解
へ

の
き
っ
か
け
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
「
ふ
だ
ん
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い

気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
今
回
、
気

持
ち
を
形
に
で
き
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

み
た
か
ブ
ル
U

コ
U

ラ
ス
は
昭

和
39
年
、
市
で
行
っ
た
合
唱
講
座

を
き
っ
か
け
に
結
成
。
こ
れ
ま
で

●電話予約 芸術文化センター
ò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
●販売時間・休館日
10:00～19:00 月曜日休館
●プレイガイド チケットぴあ
ò03－5237－9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、よりよい席
でお楽しみいただけます。また、前
もって情報誌をお送りしますので、
公演情報を漏れなく知ることができ
ます。年会費は2,000円です。くわ
しくは芸術文化センターò47－5122
へ。

11月２日—14:00開演
全席指定／会員＝4,500
一般＝5,000
出演／片岡我當、片岡秀太郎、中村
翫雀、片
岡進之介、
片岡愛之
助、上村
吉弥ほか
演目／修
禅寺物語、
太刀盗人
東京で

は三鷹一
日限りの
特別公演
で、主要
俳優が勢
揃いしての口上の披露もあります。

11月８日–19：15開演
全席指定／会員＝3,000
一般＝3,500 学生＝1,800
託児サービス：500円、対象：１歳
半～未就学児、定員10人、要予約
曲目／Ｇ.Ｆ.ヘンデル：歌劇「セル
セ」より「なつかしい木陰よ（オン
ブラ・マイ・フ）」、歌劇「リナルド」
より「涙の流れるままに」ほか
プラシド・ドミンゴ世界オペラコ

ンテストをはじめ名だたるコンクー
ルで優勝し、その類まれなる美声と
テクニックが絶賛されているソプラ
ノ森 麻季が登場。「素晴らしい音楽
と詩の力を借りて、聴いてくださる
方々の心を動かせる音楽家になりた
い」と語る彼女のz心に届く歌声{
をお聴きください。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

芸術文化センター風のホール

●森　麻季　
ソプラノ・リサイタル

三鷹市公会堂

●松竹大歌舞伎公演

で
し
た
が
、
周
辺
に
は
ま
だ
ま
だ

多
く
の
遺
物
・
遺
構
が
眠
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
土
偶
は
三
鷹
市
遺

跡
調
査
会
事
務
所
展
示
室
で
直
接

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

∞
同
調
査
会
ò
48
―
９
４
５
４

を
公
開
す
る
ほ
か
、
三
鷹
で
典
型

的
な
横
穴
墓
の
実
物
大
レ
プ
リ
カ

（
一
部
）
や
ビ
デ
オ
コ
U

ナ
U

も

あ
り
ま
す
。

◆
所
在
地

新
川
３
―
７
―
９

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

◆
休
館
日

土
・
日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始

▼
見
学
は
事
前
に
同
調
査
会
事
務

所
ò
48
―
９
４
５
４
へ
申
し
込

む
。
無
料
。

自宅で遺跡見学

ホームページ「みたか遺跡展示室」を
ご覧ください

http://www.mitaka-iseki.jp/

「マヨルカの町」1978年

「夜の女、鳥」1974年


